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３ 総合評価に関する事項
 落札方式
ア 入札参加者は価格及び技術提案をもって
入札し、からの要件に該当する者のう
ち、３によって得られた数値（以下「評
価値」という。）の最も高い者を落札者とす
る。
 入札価格が予定価格の制限の範囲内で
あること。
 提案された技術提案が最低限の要求
（標準案）を満たした技術提案であるこ
と。
 評価値が、標準点（100点）を予定価
格で除した数値（基準評価値）に対して
下回らないこと。

イ アにおいて、評価値の最も高い者が２人
以上あるときは、当該者にくじを引かせて
落札者を決定する。

 総合評価の方法
ア 「標準点」を100点とし、「施工体制評価
点」の最高点を30点、「加算点」の最高点を
70点とする。
イ 提案された技術提案が標準案を満たして
いれば「標準点」（100点）を与え、更に提
案された内容に対して、各項目ごとに評価
及び判定し、０～70点の範囲で「加算点」
を与える。
技術提案の評価項目
 施工期間
 ダムコンクリートの品質向上
 既設堤体等への影響軽減
 社会的要請への対応

ウ 入札説明書等に記載された内容を実現で
きると認められる者に、その確実性に応じ
て、評価項目ごとに０～15点の範囲で「施
工体制評価点」を与える。
評価項目
 品質確保の実効性
 施工体制確保の確実性

エ 価格及び価格以外の要素として提示され
た性能等に係る総合評価は、入札者の申込
みに係る「標準点」、「加算点」及び「施工
体制評価点」の合計を、当該入札者の入札
価格で除して得た数値をもって行う。

 イからの技術提案の評価基準の詳細
は入札説明書による。
 イからの技術提案について、受注者
の責により、履行できなかった場合は、損害
賠償請求を行う。この取扱い方法については
契約書に記載するものとする。また、併せて
当該工事成績評定を最大10点減ずる。減点方
法等の詳細は入札説明書による。

４ 技術提案に関する事項等
 技術提案の改善（技術対話） 技術対話に
ついて、発注者と競争参加者の技術対話を通
じて、発注者から技術提案の改善を求め、又
は競争参加者に提案を改善する機会を与え
る。
 設計数量の算出 技術提案を実施するため
に必要となる設計数量として、積算体系に
沿った工種、種別、細別及び規格に対応する
設計数量を記入した数量総括表及び内訳書の
提出を求める。
 技術提案に対する審査内容 技術提案の審
査過程で高度な技術的判断を要する場合は学
識経験者等による組織を活用する場合があ
る。
 見積の提出 技術提案に対応した設計数量
及び見積書を予定価格に反映させるための参
考資料として作成し、提出を求める。
技術提案に対する見積の対象範囲は、入札
説明書によるものとするが、提出にあたって
は本工事全体について作成するものとする。

５ 入札手続等
 担当部局 〒0608506 北海道札幌市中央
区北２条西19丁目 北海道開発局札幌開発建
設部契約企画課上席契約専門官 髙村 栄司
電話0116110309 内線3244

 入札説明書の交付期間、場所及び方法 入
札説明書は、平成28年１月29日から平成28年
７月15日までの行政機関の休日に関する法律
（昭和63年法律第91号）第１条に規定する行
政機関の休日（以下、「休日」という。）を除く
毎日、９時00分から18時00分（最終日は入札
書受付締切予定時刻である11時00分）まで、
電子入札システムにより交付する。ただし、
紙入札により参加を希望する場合は、あらか
じめその旨を担当部局へ電話で申し込むこ
と。申し込み受付後、交付する。

 申請書、資料及び見積書の提出期間、場所
及び方法
ア 技術提案を除く申請書、資料及び施工歩
掛見積書の提出期限 平成28年１月29日９
時00分から平成28年２月23日11時00分まで
に、電子入札システムにより提出を行うこ
と。ただし、発注者の承諾を得た場合は、
平成28年１月29日９時00分から平成28年２
月23日11時00分までに、上記５の申込先
へ、原則として持参、書留郵便（提出期間
内必着。）又は託送（書留郵便と同等のもの
に限る。提出期間内必着。）により提出する
こと。
イ 技術提案及び技術提案に対する設計数量
の提出期限 平成28年１月29日９時00分か
ら平成28年４月１日11時00分までに、電子
入札システムにより提出を行うこと。ただ
し、発注者の承諾を得た場合は、平成28年
１月29日９時00分から平成28年４月１日11
時00分までに、上記５の申込先へ、原則
として持参、書留郵便（提出期間内必着。）
又は託送（書留郵便と同等のものに限る。
提出期間内必着。）により提出すること。
ウ 改善された技術提案及び技術提案に対す
る設計数量の提出期限 平成28年５月11日
９時00分から平成28年６月６日11時00分ま
でに、電子入札システムにより提出を行う
こと。ただし、発注者の承諾を得た場合は、
平成28年５月11日９時00分から平成28年６
月６日11時00分までに、上記５の申込先
へ、原則として持参、書留郵便（提出期間
内必着。）又は託送（書留郵便と同等のもの
に限る。提出期間内必着。）により提出する
こと。
エ 改善された技術提案に対する見積書の提
出期間、場所及び方法 技術提案の採否に
関する通知において、技術提案が妥当と認
められた競争参加者は、競争参加資格が確
認された後から平成28年７月８日までに上
記５の申込先へ、郵送（書留郵便に限る。
提出期間内必着。）又は託送（書留郵便と同
等のものに限る。提出期間内必着。）により
提出すること。

 施工歩掛見積書により策定した公示用設計
書、図面等の交付期間、場所及び方法 平成
28年３月18日から平成28年７月15日までの休
日を除く毎日、９時00分から17時00分まで（最
終日は入札書受付締切予定時刻である11時00
分まで）、電子入札システムにより交付する。

 入札保証金の納付等に係る書類の提出期
間、場所及び方法 平成28年７月４日から平
成28年７月15日まで（利付国債の提供の場合
は平成28年７月４日まで）〒0608506 北海
道札幌市中央区北２条西19丁目 北海道開発
局札幌開発建設部契約企画課工事業務スタッ
フ 電話0116110309 持参、書留郵便（提
出期間内必着。）又は託送（書留郵便と同等の
ものに限る。提出期間内必着。）により提出す
ること。
 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書
の提出方法 入札書は、電子入札システムに
より提出すること。ただし、発注者の承諾を
得た場合は、紙により持参、書留郵便（提出
期間内必着。）又は託送（書留郵便と同等のも
のに限る。提出期間内必着。）により提出する
こと。
ア 電子入札システムによる入札の締め切り
は、平成28年７月15日11時00分。
イ 紙により持参する場合の提出期限は、平
成28年７月15日11時00分。提出先は、北海
道開発局札幌開発建設部契約企画課工事業
務スタッフ。
ウ 郵送又は託送による入札の受領期限は、
平成28年７月15日11時00分。郵送又は託送
先は、北海道開発局札幌開発建設部契約企
画課工事業務スタッフ。
開札は、平成28年７月27日10時00分 北海
道開発局札幌開発建設部入札室にて行う。
なお、落札決定の日は、平成28年８月23日
を予定する。
エ これらの日時までに平成28年度予算の執
行が可能とならない場合には、別途連絡す
る日時とする。

６ その他
 手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 入札保証金及び契約保証金
ア 入札保証金 納付（保管金の取扱店 日
本銀行札幌西代理店）。ただし、利付国債
の提供（取扱官庁 北海道開発局札幌開発
建設部）又は銀行等の保証（取扱官庁 北
海道開発局札幌開発建設部）をもって入札
保証金の納付に代えることができる。また、
入札保証保険契約の締結を行い、又は契約
保証の予約を受けた場合は、入札保証金を
免除する。
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